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日
本
の
医
師
国
家
資
格
取
得
を
目
指
す
外
国
人

留
学
生
の
た
め
に
医
学
用
語
を
分
析
し
、
最
終
的

に
は
教
材
作
成
を
目
指
し
ま
す
。
医
学
用
語
が
日

本
語
教
育
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
、
言
葉

の
観
点
か
ら
分
析
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
定
住
・
訪
日
外
国
人
の
増
加
に
よ
り
外
国
人
医

師
の
養
成
は
急
務
で
す
。
し
か
し
現
在
、
日
本
で

医
師
を
志
す
外
国
人
へ
の
支
援
体
制
は
整
っ
て
い

る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
日
本
語
と
医
学
を
同
時
に

習
得
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
留
学
生
の
学
習
上
の

困
難
さ
は
、
想
像
を
絶
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
日
本
語
教
育
、
言
語
学
、
医
学
な
ど
異

な
る
分
野
の
９
人
が
研
究
に
当
た
り
ま
す
。
コ
ー

パ
ス
（
大
量
に
収
集
し
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
た
言

語
資
料
）
班
に
は
文
学
部
の
丸
山
岳
彦
准
教
授
も

参
加
し
て
い
ま
す
。

　
医
学
用
語
は
日
本
人
に
と
っ
て
も
難
し
い
も
の

で
す
。
本
研
究
で
は
医
学
用
語
を
重
要
度
や
頻
度

で
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
、
医
学
部
の
学
習
課
程
に

あ
わ
せ
て
教
材
化
す
る
計
画
で
す
。
そ
の
道
筋
を

つ
く
る
の
は
日
本
語
の
研
究
者
で
す
。一
方
、個
々

の
医
学
用
語
の
重
要
性
、
必
要
度
の
判
別
は
医
学

の
領
域
に
な
り
ま
す
。両
者
が
手
を
組
ま
な
い
と
、

こ
の
研
究
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

　
私
は
長
く
、
日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
人
た
ち

の
た
め
の
日
本
語
能
力
試
験
に
関
わ
り
、
近
年
は

Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連
携
協
定
）
で
訪
日
し
た
介
護
福

祉
士
候
補
者
の
支
援
の
一
環
で
、
介
護
用
語
を
平

易
に
言
い
換
え
る
提
案
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

と
き
分
か
っ
た
の
は
、
介
護
用
語
は
難
解
な
看
護

用
語
を
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
に
そ
れ
は
明
治
以
降
の

難
解
な
医
学
用
語
が
元
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
日
本
語
を
外
国
人
に
教
え
て
い
る
と
、
今
ま
で

気
づ
か
な
か
っ
た
日
本
語
の
仕
組
み
が
見
え
て
く

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
日
本
語
教
育
の
面

白
さ
で
す
。
医
学
は
未
知
の
分
野
で
す
が
、
こ
の

研
究
で
、
日
本
語
に
つ
い
て
の
新
し
い
気
付
き
も

あ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

日本語教育の観点で医学用語を分析

（
さ
え
ぐ
さ
・
れ
い
こ
）
東
京
外
国
語
大
学
大
学
院

日
本
語
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
。
博
士
（
学
術
）
。
専

門
は
日
本
語
学
、日
本
語
教
育
。
『
や
さ
し
く
言
い
か

え
よ
う
介
護
の
言
葉
』（
共
著
）『
語
形
か
ら
意
味
へ

｜
機
能
中
心
主
義
へ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
｜
』
な
ど
。

 

三
枝

　
令
子

文
学
部
特
任
教
授

科
研
費
採
択
研
究
か
ら

自
己
表
現
＆
ボ
イ
ス
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
講
座

　
腹
式
呼
吸
や
発
声
を
習
得

し
、
自
己
表
現
力
を
身
に
つ

け
る
。

▽
日
時

９
月
20
日
（
木
）

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▽
場
所

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

５
７
１
教
室

▽
講
師

イ
メ
ー
ジ
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
堀
川
美
紀
氏

▽
定
員

26
人
（
先
着
）

▽
申
し
込
み

直
接
窓
口
か

Ｅ
メ
ー
ル
で
。
※
無
料

問
学
生
生
活
課
（
神
田
）
☎

03
・
３
２
６
５
・
６
８
２
４

E-mail: 
kgakusei@acc.

senshu-u.ac.jp

公
開
講
座
情
報

法
学
部
１
４
０
回
連
続
講
演

会
（
18
年
度
後
期
）

　
法
学
部
、
法
科
大
学
院
の

教
員
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

分
野
に
つ
い
て
分
か
り
や
す

く
解
説
す
る
。
講
師
や
テ
ー

マ
は
法
学
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

参
照
。
18
年
度
後
期
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
通
り
。

▽
日
時

９
月
25
日
か
ら
12

月
21
日
ま
で
の
火
曜
日
18
時

15
分
〜
19
時
45
分
、
金
曜
日

19
時
〜
20
時
30
分
（
一
部
開

催
し
な
い
日
も
あ
る
）

▽
場
所

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

５
４
１
教
室

※
無
料
、
事
前
申
し
込
み
不

要問
神
田
教
務
課
☎
03
・
３
２

６
５
・
５
８
４
３

大
学
院
公
開
講
座
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ

１
「
日
本
文
化
と
日
本
語
」

　
欧
米
で
の
日
本
文
化
の
受

容
と
日
本
語
の
声
の
力
に
つ

い
て
、
多
彩
な
専
門
家
が
講

義
す
る
。

　
▽
日
時
・
講
師

10
月
5

日
　
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ボ
ア

ズ
氏
（
翻
訳
家
）
▽
10
月
12

日
　
日
高
佳
紀
奈
良
教
育
大

学
教
授
▽
10
月
19
日

　
松
田

佑
貴
氏
（
ナ
レ
ー
タ
ー
、
声

優
）
▽
10
月
26
日
　
王
伸
子

大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
。

い
ず
れ
も
金
曜
日
の
18
時
30

分
〜
20
時

▽
場
所

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

７
３
１
教
室

※
要
申
し
込
み
（
Ｈ
Ｐ
に
フ

ォ
ー
ム
有
）。
無
料
。
１
回

の
み
の
受
講
も
可
能

問
大
学
院
事
務
課
（
神
田
）

☎
03
・
３
２
６
５
・
６
５
６
８

専
修
大
学
大
学
院
公
開
講
座

https://www.senshu-u.

ac.jp/even

t/20181005

-00000510 .

html

　
文
学
部
で
は
言
葉
や
文
化
、
歴
史
な

ど
を
総
合
的
に
学
ぶ
こ
と
を
通
じ
て
、

人
や
社
会
の
あ
り
方
を
探
求
し
ま
す
。

７
学
科
あ
り
、
そ
の
中
も
さ
ま
ざ
ま
な

コ
ー
ス
や
領
域
に
分
か
れ
て
お
り
、
専

門
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
自
由
に
組
め
る

の
で
他
学
科
の
授
業
を
受
け
、
異
分
野

に
触
れ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
私
の
所
属
す
る
環
境
地
理
学
科
で

は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
教
室
で
勉
強
し
て
分
か
ら

な
い
こ
と
も
フ
ィ
ー
ル
ド
で
気
づ
く
こ

と
が
あ
る
。
探
究
を
深
め
る
場
な
の
で

す
。

　
他
学
科
で
も
授
業
や
ゼ
ミ
で
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。
現
場
で
人
や
も
の
に
触
れ
て

理
解
を
深
め
よ
う
と
い
う
こ
と
が
、
文

学
部
全
体
の
風
土
と
し
て
あ
り
ま
す
。

学
ん
だ
知
識
を
携
え
て
山
野
に
分
け
入

っ
た
り
町
を
歩
い
た
り
し
て
、
自
然
や

町
並
み
や
人
々
と
対
話
す
る
こ
と
で
、

新
た
な
発
見
が
生
ま
れ
ま
す
。
体
力

的
、
精
神
的
に
苦
労
も
あ
り
ま
す
が
、

日
常
を
忘
れ
、
一
種
の
修
行
と
も
い
え

る
、
調
査
研
究
に
没
頭
で
き
る
幸
福
の

時
間
で
す
。
私
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
山
が

主
で
、「
修
行
僧
に
変
身
す
る
過
程
」

だ
と
思
い
な
が
ら
登
っ
て
い
ま
す
。

　
知
識
を
得
る
だ
け
な
ら
一
人
で
も
で

き
ま
す
。
し
か
し
大
学
で
は
、
得
た
知

識
を
確
認
す
る
作
業
が
必
要
で
す
。
教

員
や
学
生
同
士
で
対
話
し
な
が
ら
学
び

を
深
め
て
ほ
し
い
。
文
学
部
は
少
人
数

教
育
が
特
徴
。
研
究
室
を
訪
ね
て
教
員

と
い
く
ら
で
も
話
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
う
い
う
環
境
を
積
極
的
に
使
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
同
時
に
発
信
す
る
力
も
求
め
ら
れ
ま

す
。
何
か
を
知
っ
た
り
理
解
し
た
り
す

る
だ
け
で
も
よ
い
の
で
す
が
、
学
生
に

は
、
自
分
な
り
に
解
釈
し
分
析
し
、
意

見
を
ま
と
め
て
発
信
す
る
力
を
４
年
間

の
う
ち
に
つ
け
て
も
ら
い
た
い
。

　
来
年
度
、
人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

学
科
を
改
組
し
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学

科
が
誕
生
し
ま
す
。
情
報
を
ど
う
伝
え

る
か
を
正
面
か
ら
探
求
す
る
学
科
で

す
。
こ
の
学
科
が
文
学
部
の
な
か
に
あ

る
こ
と
は
非
常
に
大
き
な
意
味
を
持
ち

ま
す
。
他
学
科
で
も
、
解
明
し
た
事
実

を
ど
う
発
信
し
社
会
と
接
点
を
も
っ
て

い
く
か
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
意
識
す
る

よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
学
科
設
置
が
刺
激
と
な
っ
て
さ
ら

に
学
部
全
体
の
発
展
に
つ
な
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

フ
ィ
ー
ル
ド
に
出
て
対
話
し
よ
う

　
人
間
を
内
側(

心)

と
外
側
（
社
会
）

か
ら
サ
イ
エ
ン
ス
す
る
。
そ
れ
が
人
間

科
学
部
で
す
。
人
間
の
行
動
を
突
き
動

か
す
心
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
学
ぶ
心
理

学
。
人
間
社
会
の
構
造
と
機
能
を
分
析

す
る
社
会
学
。
心
理
学
は
実
験
と
臨

床
、
社
会
学
は
社
会
調
査
と
い
う
そ
れ

ぞ
れ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
事
実
を
証
明
し

て
い
き
ま
す
。
本
学
部
は
こ
う
し
た
研

究
を
き
め
細
か
な
少
人
数
教
育
で
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　
文
学
部
設
立
に
端
を
発
す
る
両
学
科

に
は
、
す
で
に
50
年
を
超
え
る
歴
史
が

あ
り
ま
す
。
２
０
２
０
年
に
は
学
部
設

置
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。
私
の
役
目

は
、
学
部
の
特
徴
を
生
か
し
た
教
育
を

さ
ら
に
推
進
し
「
専
大
で
４
年
間
過
ご

し
て
よ
か
っ
た
」
と
思
う
学
生
を
一
人

で
も
増
や
す
こ
と
。
こ
の
使
命
に
ま
い

進
し
て
い
き
ま
す
。

　
大
学
は
、
正
解
の
な
い
問
い
に
対
し

て
自
分
自
身
で
回
答
を
探
究
す
る
場
で

す
。
自
分
で
問
題
を
設
定
し
、
情
報
を

幅
広
く
収
集
し
、
解
決
方
法
を
徹
底
的

に
考
え
抜
く
。
そ
れ
を
口
頭
で
発
表

し
、
最
後
に
論
文
に
す
る
。
学
生
に
は

こ
れ
ら
一
連
の
探
究
過
程
を
し
っ
か
り

身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ

う
し
て
ま
と
め
あ
げ
た
論
文
に
は
学
生

自
身
の
人
柄
や
生
き
方
が
表
れ
ま
す
。

　
自
分
は
ど
う
し
て
ほ
か
の
人
と
同
じ

よ
う
に
考
え
た
り
感
じ
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
か
｜
｜
。
私
は
子
ど
も

の
頃
か
ら
そ
の
違
和
感
に
悩
み
ま
し

た
。
10
代
で
出
身
の
名
古
屋
か
ら
東
京

に
移
り
住
み
、
環
境
の
変
化
に
よ
る
カ

ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
ら
が
社
会
学
を
学
ぶ
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。
大
学
３
年
の
時
、
オ
ー

ト
バ
イ
を
運
転
し
て
い
て
大
型
ト
ラ
ッ

ク
に
は
ね
ら
れ
全
治
３
カ
月
の
重
傷
を

負
い
ま
し
た
。
は
ね
ら
れ
た
瞬
間
、
そ

れ
ま
で
の
す
べ
て
の
人
生
の
シ
ー
ン
が

フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
す
る
「
臨
死
体

験
」
を
経
験
、
生
と
死
は
紙
一
重
だ
と

い
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

日
々
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
一
歩
一
歩

死
に
近
づ
く
と
い
う
こ
と
。
そ
の
よ
う

な
最
期
を
迎
え
た
人
々
を
人
間
は
ど
の

よ
う
に
見
送
る
の
か
、
社
会
学
的
な
視

点
で
研
究
す
る
こ
と
が
私
の
ラ
イ
フ
ワ

ー
ク
に
な
り
ま
し
た
。

　
学
生
に
は
何
事
に
も
と
ら
わ
れ
ず
、

強
さ
と
知
性
、
柔
軟
性
を
持
っ
て
人
生

に
立
ち
向
か
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
学
生
時
代
に
積
ん
だ
経
験
は
、

一
生
を
通
じ
て
人
生
を
支
え
て
く
れ
る

は
ず
で
す
。

内
と
外
か
ら
人
間
を
見
き
わ
め
る

【
略
歴
】
１
９
９
３
年
東
京
都
立
大
学

大
学
院
理
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取

得
退
学
。
99
年
本
学
文
学
部
講
師
。
助

教
授
を
経
て
２
０
０
７
年
同
教
授
。
専

門
は
自
然
地
理
学
、
植
生
地
理
学
。
一

番
好
き
な
場
所
は
在
外
研
究
で
滞
在
し

た
米
国
オ
レ
ゴ
ン
州
。
好
き
な
山
は
会

津
駒
ケ
岳
。「
大
学
院
生
の
こ
ろ
か
ら

何
十
回
と
登
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
考
え
た
思
い
出
深
い
山
で
す
」。
東

京
都
出
身
。
54
歳
。

高
た か

岡
お か

 貞
さ だ

夫
お  文　学

 部　長

【
略
歴
】
埼
玉
大
学
教
養
学
部
卒
。
中

央
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期

課
程
単
位
取
得
退
学
。
１
９
９
１
年
本

学
文
学
部
講
師
、
２
０
０
２
年
同
教

授
。
10
年
人
間
科
学
部
教
授
。
学
生

部
長
な
ど
を
歴
任
。
専
門
は
社
会
学

（
社
会
意
識
論
）。
在
外
研
究
で
フ
ラ

ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ベ
ト
ナ
ム
に
滞
在
。

空
手
部
長
、
全
学
応
援
団
部
長
を
務
め

る
。
空
手
道
三
段
、
杖
道
三
段
。
趣
味

は
オ
ー
デ
ィ
オ
。
61
歳
。

嶋
し ま

根
ね

 克
か つ

己
み  人間科

 学部長

新
学
部
長
に
聞
く
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大
学
院
商
学
研
究
科
（
建

部
宏
明
研
究
科
長
）
と
東
京

信
用
保
証
協
会
共
催
の
第
15

回
共
同
公
開
講
座
「
中
小
企

業
の
事
業
承
継
〜
経
営
環
境

の
変
化
へ
の
対
応
〜
」
が
７

月
28
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
か
れ
た
。
事
業
を
次
世

代
に
円
滑
に
引
き
継
ぐ
た
め

の
方
策
が
講
演
と
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
議
論
さ

れ
、
73
人
が
聴
講
し
た
。

　
髙
橋
義
仁
商
学
研
究
科
教

授
（
経
営
戦
略
）
は
、
事
業

承
継
を
「
事
業
を
再
構
築
す

る
チ
ャ
ン
ス
」
と
指
摘
。

「
経
営
理
念
は
守
り
つ
つ
、

変
化
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
に

応
じ
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
け
る

人
が
承
継
す
れ
ば
企
業
は
さ

ら
に
強
く
な
る
」と
述
べ
た
。

　
甲
南
大
学
名
誉
教
授
で
中

小
企
業
会
計
学
会
の
河
﨑
照

行
会
長
は
、
中
小
企
業
の
実

態
に
即
し
た
会
計
ル
ー
ル

「
中
小
企
業
の
会
計
に
関
す

る
基
本
要
領
」（
中
小
会
計

要
領
）
に
し
た
が
っ
て
決
算

書
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
経

営
状
況
や
経
営
課
題
を
「
見

え
る
化
」
で
き
る
と
説
明
。

会
計
の
情
報
か
ら
自
社
の
強

み
を
把
握
で
き
、
事
業
承
継

に
向
け
た
経
営
改
善
計
画
を

策
定
で
き
る
と
、
会
計
の
重

要
性
を
説
い
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
は
小
林
守
商
学
研
究
科
教

授
（
国
際
経
営
）
の
進
行
で

行
わ
れ
、
活
発
な
質
疑
応
答

が
続
い
た
。
両
氏
の
ほ
か
、

事
業
承
継
の
経
験
者
と
し
て

兵
庫
県
姫
路
市
に
本
社
を
置

く
ス
テ
ン
レ
ス
・
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
専
門
商
社
、
太
平
工
材

株
式
会
社
の
平
位
稔
之
社
長

が
参
加
し
た
。

　
平
位
社
長
は
義
父
が
創
業

し
た
同
社
に
大
卒
新
入
社
員

と
し
て
入
社
し
、
２
０
０
７

年
に
３
代
目
社
長
に
就
任
し

た
。

　「
人
が
辞
め
な
い
会
社
に

し
た
い
と
思
っ
た
」
と
当
時

を
振
り
返
り
、
社
員
の
一
体

感
を
高
め
る
た
め
に
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
活
動
を
行

い
、
職
場
環
境
を
改
善
し
た

こ
と
を
紹
介
。「
仕
事
に
前

向
き
に
取
り
組
む
社
員
が
増

え
た
。
次
の
後
継
者
は
社
員

の
中
か
ら
計
画
的
に
育
成
し

て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
の
危
険
性
を

知
り
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒

な
ど
の
事
故
を
防
ご
う
と
学

生
部
主
催
の
飲
酒
事
故
防
止

セ
ミ
ナ
ー
が
７
月
14
日
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ

商

学

研

究

科

共
同
公
開
講
座

事
業
承
継
の
方
策
を
議
論

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
い
う
、

命
に
か
か
わ
る
人
権
侵
害

だ
」
と
指
摘
し
た
。

　
最
後
に
Ａ
Ｓ
Ｋ
が
用
意
し

た
「
ア
ル
ハ
ラ
し
ま
宣
言
」

ス
テ
ッ
カ
ー
に
一
人
一
人
が

決
意
を
記
し
た
。｢

絶
対
、

無
理
や
り
飲
ま
せ
な
い｣

「
20
歳
未
満
の
飲
酒
撲
滅
」

な
ど
各
サ
ー
ク
ル
代
表
の
誓

い
を
記
し
た
ス
テ
ッ
カ
ー
は

集
約
し
て
、
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
に
掲
示
す
る
予
定
。

　
本
学
学
生
部
で
は
２
０
０

６
年
に
「
飲
酒
事
故
防
止
小

委
員
会
」（
委
員
長

廣
石

忠
司
経
営
学
部
教
授
）
を
設

置
。
飲
酒
事
故
撲
滅
を
最
重

要
課
題
と
し
て
、
学
生
に
注

意
を
促
し
て
い
る
。

た
。
公
認
団
体
の
代
表
者
ら

約
２
０
０
人
が
参
加
し
、
事

故
防
止
を
誓
っ
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ
Ｓ
Ｋ
（
ア

ル
コ
ー
ル
薬
物
問
題
全
国
市

民
協
会
）
予
防
教
育
講
師
の

紙
谷
名
枝
子
氏
が
、
酔
い
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
や
一
気
飲
み
の

危
険
性
を
説
明
。「
練
習
し

て
も
ア
ル
コ
ー
ル
に
強
く
な

る
こ
と
は
な
い
。
無
理
や
り

飲
酒
さ
せ
る
の
は
ア
ル
コ
ー

企業を取り巻く環境の変化を解説する髙橋教授

アルコールの危険性学ぶ

酔いのメカニズムについて説明する紙谷氏

飲酒事故防止セミナー

　
任
期
満
了
に
伴
う
４
学
部
の
学
部
長
選
が
各
学
部
教
授
会

で
行
わ
れ
た
。
経
済
学
部
長
に
兵
頭
淳
史
教
授
、
経
営
学
部

長
に
関
根
純
教
授
、
文
学
部
長
に
高
岡
貞
夫
教
授
、
人
間
科

学
部
長
に
嶋
根
克
己
教
授
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
た
。
任
期

は
本
年
９
月
１
日
か
ら
２
０
２
０
年
８
月
末
ま
で
。

　
４
学
部
長
に
、学
部
の
特
色
や
抱
負
な
ど
を
お
聞
き
し
た
。

　
経
済
現
象
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の

多
様
性
｜
｜
こ
れ
が
専
修
大
学
経
済
学

部
の
強
み
で
す
。

　
理
論
、
歴
史
、
政
策
と
い
う
各
領
域

で
、
哲
学
・
思
想
、
数
理
解
析
、
史
料

分
析
、
計
量
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な

ど
多
様
な
方
法
に
基
づ
く
研
究
に
よ

り
、
学
生
た
ち
は
お
の
お
の
の
問
題
意

識
に
応
じ
、
関
心
を
持
っ
た
対
象
に
つ

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
と
視
角
で
深
く

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
少
人
数
教
育
の
核
と
な
る
専
門

ゼ
ミ
の
履
修
が
、
２
年
次
前
期
と
い
う

早
い
時
期
か
ら
始
ま
る
の
も
本
学
部
の

特
長
で
す
。
低
年
次
か
ら
ゼ
ミ
に
参
加

す
る
こ
と
で
問
題
意
識
を
深
め
、
じ
っ

く
り
専
門
性
の
高
い
テ
ー
マ
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　
今
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
や
格
差

・
貧
困
問
題
の
拡
大
、
人
口
減
少
、
気

候
変
動
な
ど
に
よ
り
、
時
代
は
大
き
な

転
換
期
に
あ
り
ま
す
。
経
済
学
も
私
た

ち
の
生
活
を
取
り
巻
く
環
境
も
、
新
た

な
段
階
を
迎
え
ま
し
た
。

　
経
済
学
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て

き
た
強
み
や
特
長
を
生
か
し
つ
つ
も
、

時
代
の
要
請
に
応
え
る
べ
く
、
学
部
組

織
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
大
幅
な
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
学
生
た
ち
に
接
し
て
い
て
危
惧
す
る

こ
と
の
一
つ
が
、国
語
力
の
低
下
で
す
。

　
１
８
８
０
年
に
誕
生
し
た
、
専
修
大

学
の
前
身
で
あ
る
専
修
学
校
は
、
近
代

知
と
し
て
の
経
済
学
と
法
学
を
、
日
本

語
で
講
じ
る
教
育
機
関
の
先
駆
け
で
し

た
。

　
こ
れ
は
、
初
等
か
ら
高
等
教
育
ま
で

一
貫
し
て
母
国
語
で
教
育
を
行
う
と
い

う
、
欧
米
以
外
で
は
稀け

有う

な
教
育
シ
ス

テ
ム
を
形
成
す
る
こ
と
に
大
き
く
寄
与

し
、
教
育
水
準
の
底
上
げ
と
社
会
的
格

差
の
縮
小
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま

し
た
。

　
母
国
語
を
正
確
に
理
解
し
、
論
理
的

に
表
現
す
る
力
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の

学
修
や
活
動
の
基
盤
と
な
り
ま
す
。
そ

の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
、
日
本

語
の
読
解
力
・
表
現
力
を
養
う
こ
と

は
、
今
な
お
、
何
よ
り
も
重
要
な
課
題

だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
上
で
学
生
た
ち
に
は
、
経
済
が

自
分
の
生
活
に
直
接
か
か
わ
る
問
題
で

あ
る
こ
と
を
十
分
に
理
解
し
、
時
代
や

情
勢
の
変
化
に
た
だ
身
を
委
ね
る
の
で

は
な
く
、
自
分
の
思
考
、
発
言
や
行
動

が
、
状
況
を
変
え
る
可
能
性
を
持
っ
て

い
る
こ
と
を
認
識
し
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

問
題
意
識
を
多
様
に
学
べ
る
強
み

　
経
営
学
部
は
来
年
度
、
ビ
ジ
ネ
ス
デ

ザ
イ
ン
（
Ｂ
Ｄ
）
学
科
を
新
設
し
、
経

営
学
科
と
の
２
学
科
制
に
な
り
ま
す
。

Ｂ
Ｄ
学
科
で
は
「
新
し
い
こ
と
を
作
り

出
す
」
を
主
眼
に
置
い
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
ベ
ン
チ
ャ
ー
や
起
業
を
学

ぶ
科
目
は
あ
り
ま
し
た
が
、
２
学
科
制

で
は
学
生
の
興
味
に
、
よ
り
特
化
し
た

教
育
を
行
い
、
学
生
の
個
性
を
さ
ら
に

際
立
た
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
新
し
い
こ
と
を
作
る
、
つ
ま
り
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
と
は
な
に
も
起
業
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
し
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

や
社
会
貢
献
、
地
域
活
性
化
の
取
り
組

み
、
あ
る
い
は
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
で
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。
授
業
で
は
、
こ
れ
ら

を
外
部
と
連
携
し
て
提
案
す
る
よ
う
な

演
習
も
や
っ
て
い
き
ま
す
。

　
最
近
、
単
純
な
業
務
を
機
械
化
す
る

Ａ
Ｉ
技
術
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

組
織
や
社
会
を
変
え
る
こ
と
は
Ａ
Ｉ
が

簡
単
に
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
学
生
に
は
、
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と

で
も
い
い
か
ら
、
新
し
い
こ
と
を
始
め

る
変
革
の
気
持
ち
を
備
え
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　
一
方
の
経
営
学
科
で
は
、
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
、
あ
る
い
は
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と

し
て
今
あ
る
組
織
を
効
率
化
し
て
大
き

く
す
る
、
つ
ま
り
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
が

で
き
る
人
材
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。
こ

の
二
つ
は
ま
っ
た
く
別
の
も
の
と
は
い

え
ま
せ
ん
。
私
は
長
く
企
業
に
勤
め
、

「
Ｔ
字
形
の
人
間
に
な
り
な
さ
い
」
と

よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
。
縦
軸
と
し
て
深

い
専
門
を
身
に
つ
け
、
そ
の
う
え
で
幅

広
い
判
断
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
と
い

う
こ
と
で
す
。
現
在
の
経
営
学
部
で
は

二
つ
の
専
門
テ
ー
マ
を
選
択
し
集
中
的

に
学
び
ま
す
の
で
、
縦
軸
が
二
つ
あ
る

π
字
形
の
人
間
に
な
れ
と
い
う
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　
両
学
科
の
学
生
に
言
え
る
の
は
、
す

べ
て
の
基
本
は
、
今
や
っ
て
い
る
こ
と

に
疑
問
を
持
つ
こ
と
、
そ
し
て
課
題
の

解
決
に
向
け
て
外
部
に
発
信
し
行
動
す

る
こ
と
で
す
。

　
経
営
情
報
論
を
担
当
し
て
お
り
、
ゼ

ミ
で
は
情
報
を
扱
う
一
環
と
し
て
３
年

次
に
神
奈
川
産
学
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
し
ま
す
。
企
業
か
ら
の
課

題
に
、
自
ら
調
査
し
、
解
決
案
を
考

え
、
提
案
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

企
業
と
の
や
り
取
り
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

も
学
び
ま
す
。
こ
れ
は
一
例
で
す
が
、

経
営
学
部
で
は
、
自
ら
動
い
て
課
題
を

解
決
で
き
る
自
主
性
の
あ
る
学
生
を
育

て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

２
学
科
制
で
学
生
の
興
味
深
め
る

兵
ひょう

頭
ど う

 淳
あ つ

史
し  経　済

 学部長

【
略
歴
】
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究

科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
２
０
０

０
年
本
学
経
済
学
部
講
師
。
11
年
同
教

授
。
専
門
は
、
労
使
関
係
、
労
働
史
、

賃
金
制
度
な
ど
。
映
画
を
観
た
り
、
小

説
・
漫
画
を
読
ん
だ
り
し
て
気
分
転

換
。
好
き
な
作
家
は
宮
部
み
ゆ
き
、
中

崎
タ
ツ
ヤ
な
ど
。
最
近
は
小
２
の
娘
の

影
響
で
『
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
』
シ
リ

ー
ズ
（
小
説
も
映
画
も
）
に
も
は
ま
っ

て
い
る
。
大
阪
生
ま
れ
の
奈
良
育
ち
。

49
歳
。

【
略
歴
】
１
９
８
２
年
東
京
大
学
工
学

部
計
数
工
学
科
修
士
課
程
修
了
。
日
本

電
信
電
話
公
社
（
現
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）
で
通

信
、
デ
ー
タ
の
研
究
開
発
に
従
事
。
Ｎ

Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
技
術
開
発
本
部
副
本
部
長

な
ど
を
経
て
２
０
１
０
年
、
本
学
経
営

学
部
准
教
授
、
11
年
同
教
授
。
情
報
科

学
研
究
所
長
。
専
門
は
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
。
家
に
は
８
歳
か
ら
２
歳
の
チ
ワ
ワ

が
４
匹
。「
犬
の
話
を
す
る
と
親
ば
か

だ
と
言
わ
れ
ま
す
」。
趣
味
は
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
。東
京
都
出
身
。
60
歳
。

関
せ き

根
ね

 　純
じゅん 経　営

 学部長

新
学
部
長
に
聞
く


